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2013학년도 학수학능력시험 문제지

제2외국어/한문 역(일본어Ⅰ)

1. 빈칸 (a), (b)에 공통으로 들어갈 자로 알맞은 것은? [1 ]

◦新しい ネ(a)タイが ほしいです。

◦学校の ホームページに ア(b)セスできません。

① ク ② ワ ③ ヌ ④ ケ ⑤ キ

2.  친 부분의 발음의 길이(박자)가 나머지 넷과 다른 것은?

① 去年、日本に 来ました。

② あの 人形が 買いたいです。

③ 住所と 名前を 教えて ください。

④ 朝の ニュースは いつも 見て います。

⑤ テーブルの 上の コップを 使って ください。

3.  친 (a)∼(c)의 한자 표기가 옳은 것은?

(a) (b) (c) (a) (b) (c)

① 紹 － 経 － 紹 ② 約 － 結 － 約

③ 結 － 経 － 約 ④ 約 － 結 － 紹

⑤ 結 － 結 － 約

4. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은? [1 ]

A : どうしたの？ そうな 顔 してるね。

B : うん、ひさしぶりに 韓国へ あそびに 行くんだ。

① うれし ② くわし ③ さびし

④ すばらし ⑤ めずらし

5. 빈칸에 공통으로 들어갈 말로 알맞은 것은?

◦お客さんの ために おちゃを 。

◦名古屋に いる おばあさんに 電話を 。

① いれた ② かけた ③ つけた　　

④ かわった ⑤ はいった

6. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은?

① ぜひ ② ずっと ③ あいにく

④ かならず ⑤ たくさん

7. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은? [1 ]

ソラ : かわいい きものを 着て いる 子どもが おおいよね。

今日は 何か あるの？

りえ : 今日は 11月 15日でしょう。 と いって、3さい、

5さい、7さいの 子どもたちが げんきに 大きく なった 

 ことを 祝う 日だよ。

ソラ : ああ、そうだったんだ。

*祝
いわ

う : 축하하다

① おぼん ② たなばた ③ こいのぼり

④ しちごさん ⑤ ひなまつり 

8. 빈칸에 공통으로 들어갈 말로 알맞은 것은?

khan 日本の みなさん、今年も もう すぐ 終わりますね。

あけまして おめでとうございます。

jtora まだ 12月だよ。正月に なる 前の あいさつは

と 言うんだよ。

khan そうなんですか。

それでは、 。

① たいせつに ② よい おとしを

③ 来年も がんばって ④ 大事に して ほしい

⑤ 来年は 楽しい 一年に

1

제5교시

성명 수험 번호

(a)

(b) (c)

かのじょと ぼくは 音楽で むすばれて、

けっこんする やくそくを しました。

どっちが いいと 思う？ そうね、私は こっちの ほうが

 いいと 思うけど。



 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

이 문제지에 관한 저작권은 한국교육과정평가원에 있습니다.

제2외국어/한문 역 (일본어Ⅰ)

10
32

9. 일본의 ‘温泉
おんせん

(온천)’에 한 이다. 의 내용으로 보아 알 수 

없는 것은? [1 ]

  日本人は おふろに 入る ことが とても 好きです。そして、

温泉旅行に 行く ことも よく あります。温泉の お湯は 体に 

よく、つかれを とる ことが でき、けがや 病気が はやく なおり

ます。また、温泉の お湯で たまごを 料理する ことも でき

ます。日本には 有名な 温泉が 多く あり、お湯の 色や においも 

ちがいます。

*お湯
ゆ

: 뜨거운 물   *つかれ : 피로

① 温泉の お湯は 体に いい。

② 日本人は よく 温泉旅行に 行く。

③ 日本では 家の 中に 温泉が ある。

④ 日本の 温泉には いろいろな 色の お湯が ある。

⑤ 温泉の お湯で はやく 病気が なおる ことも ある。

10. 빈칸에 들어갈 말로 알맞지 않은 것은?

ユン : 先生、3月に 韓国へ 。

たいへん お世話に なりました。

先生 : そうですか。帰ってからも 勉強 がんばって ください。

① 帰ります ② 帰る 予定です

③ 帰る ことです ④ 帰る ことに しました

⑤ 帰る ことに なりました

11. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 고른 것은? [1 ]

こどもたちが 作った

「町の 新聞」です。

 ご自由に 。

<보 기>

a. どうも b. どうぞ

c. けっこうです d. お取りください

① a, b ② a, c ③ b, c

④ b, d ⑤ c, d 

12. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

A : この間、貸した 本は？ あした 使いたいんだけど。

B : あ、ごめん。すっかり 。

A : じゃ、あしたの 昼までに よろしくね。

① 借りてた ② さがしてた

③ わすれてた ④ 読まなかった

⑤ しらなかった

13. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

鈴木さん、あしたの 朝の 会議だけど、

30分 はやく 来て くれる？

分かりました。ほかの 用事も あるので、

1時間前に 行く つもりです。

。じゃ、また あした。

20:40

中山

20:42

中山

20:41

① たすけた ② よく した

③ お気を つけて ④ あとで いいよ

⑤ ちょうど よかった

14. 의 내용과 일치하는 것은? [1 ]

  このごろ 自転車で しごとに 行って いる。自転車は 道が 

こむ 時間でも だいじょうぶだし、家の すぐ 近くまで 行く 

時には 車よりも 便利だと 思う。私は 車が ないし、家の 近く

に 電車や バスも ないので、自転車は 私の 生活に なくては 

ならない ものなのである。今では 自転車だけの ための 道も 

作られて いる。車を 使うより 環境にも やさしいので、この

ごろは 自転車に のる 人が 増えて きて いる。

*環境 : 환경
かんきょう

① 요즘 친환경 자동차가 늘어나고 있다.

② 나는 요즘 자동차를 타고 일하러 간다.

③ 나는 자 거보다 버스나 철을 많이 탄다.

④ 나는 자동차를 갖고 있지만 자 거를 많이 탄다.

⑤ 자 거는 친환경 이어서 타는 사람이 늘고 있다.

15. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 고른 것은?

<보 기>

a. あげますか b. くれませんか

c. おねがいします d. もって きますか

① a, b ② a, d ③ b, c

④ b, d ⑤ c, d 

2

 はい、すぐに 

 お持ちします。

すみません。

はしを 落として しまいました。

新しいの 。
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16. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은?

A : 日本の まつり、見た こと ありますか。

B : いいえ、 。

① もう 見ました ② まだ 見ません

③ もう 見て います ④ 一度も ありません

⑤ 見た こと あります

17. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 고른 것은?

生徒 : 2時ごろから 雨の ようですけど、

午後の 練習は 。

先生 : そうですね。

今日は ここまでに して あしたに しましょうか。

生徒 : はい、わかりました。

<보 기>

a. どうしますか b. なおしますか

c. おそすぎますか d. できませんよね

① a, b ② a, d ③ b, c

④ b, d ⑤ c, d 

18. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은? [1 ]

* EMS : 국제특 우편

① いつ 調べますか ② だれが いいですか

③ いくつぐらいですか ④ いくらぐらいですか

⑤ どこに 行くんですか

19. 의 내용과 일치하는 것은? 

  「なぜ 山に 登るのか」と 聞かれて、「そこに 山が あるから」と 

答えた 人が いると 聞いた。深い 意味は ないと いう ことだが、

なかなか おもしろい 言葉だと 思う。私は、美しくて 高い 山が 

あれば、見て いるだけでは つまらなく なる。あの 山の 上には 

何が あるのか、山頂に 登ったら どんな 景色が 見えるのかと 

思って、登って みたく なる。

*山 : 산 꼭 기
さんちょう

① 山に 登って 景色を 見るのは つまらない。

② 私が 山に 登るのは そこに 山が あるからだ。

③ 美しくて 高い 山は 見て いるだけで 楽しく なる。

④ 私は 美しくて 高い 山が あれば 登って みたく なる。

⑤「そこに 山が あるから」と いう 言葉は おもしろく ない。

20. 화의 내용으로 보아 재 시각은? [1 ]

A : もう 授業に 行かないと。

B : 何時からなの？

A : よじ にじゅっぷん。

B : じゃ、あと じゅっぷんしか ないね。

① ② ③

④ ⑤

21. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은?

松本 : 加藤さん、お子さんの びょうきは もう だいじょうぶですか。

加藤 : ええ、おかげさまで 。

      ありがとうございます。

① おだいじに ② まもって います

③ もどって います ④ よく できました

⑤ だいぶ よく なりました

22. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것만을 <보기>에서 있는 로 

고른 것은?

山田 : 佐藤君、何か あったの？

佐藤 : ちょっと いやな ことが あったんだ。

山田 : そうなんだ。 。

<보 기>

a. 元気でね        b. 力 だして        c. 元気 だして

① a ② c ③ a, b

④ b, c ⑤ a, b, c

23. 두 사람 간의 통화 장면이다. 빈칸에 공통으로 들어갈 말로 

알맞은 것은?

① お切りします ② おじゃまします

③ お入りください ④ ごめんください

⑤ しつれいします

3

はい、わかりました。

それでは、 。 。

はい、今 お調べします。
 この 荷物を ソウルまで 

 EMSで 送りたいんですが、

 。
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* 확인 사항

◦답안지의 해당란에 필요한 내용을 정확히 기입(표기)했는지 확인

하시오.

* 확인 사항

◦답안지의 해당란에 필요한 내용을 정확히 기입(표기)했는지 확인

하시오.

24. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은? [1 ]

① 動かないです ② にぎやかです

③ 話しては だめです ④ うるさく ないです

⑤ わらっても いいです

25. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 찾아 순서 로 

바르게 배열한 것은?

A : 夏休み、九州へ ？

B : いいんじゃ ない。どう やって 行こうか。

A : けど、どうしようか。

B : いいよ。 。

<보 기>

a. 船でも 行ける b. 遊びに 行かない

c. 船で 行って みよう

① a－c－b ② b－a－c ③ b－c－a　　

④ c－a－b ⑤ c－b－a

26. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은? [1 ]

① 晴れた ② 晴れて ③ 晴れる　

④ 晴れない ⑤ 晴れれば

27. 빈칸 (a), (b)에 들어갈 자를 조합하여 만들 수 있는 것은?

田中 : 李さんは、日本の 歌が 歌 (a)ますか。

李 : はい、上手では ありませんけど。

先生 : 歩 (b)ながら けいたいでんわを 見るのは あぶないよ。

生徒 : はい、すみません。

① 駅 ② 秋 ③ 北 ④ 席 ⑤ 海

28.  친 부분의 쓰임이 옳은 것만을 있는 로 고른 것은?

a. 行くには 行きますが、少し おくれます。

b. 知らない 人に ついて 行っては いけません。

c. 私に できる ことが あったら 何でも します。

① b ② c ③ a, b

④ a, c ⑤ a, b, c

29. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

① お来しました ② 行かれました

③ 来られました ④ まいりました

⑤ いらっしゃいました

30. 문장의 표 이 옳은 것만을 있는 로 고른 것은?

a. いま 大阪に 着いた ところです。

b. 今に なって わかって もらえるように なった。

c. どのように して 母を よろこんだら いいだろう。

① a ② c ③ a, b

④ b, c ⑤ a, b, c

4

しずかにしてください。図書館では

大きい 声で よ。

 木村さんは 日本の どちらから 

 いらっしゃいましたか。

私は 京都から 。

 明日の 天気です。

 東京は 朝から 雨が 降りますが、

 昼からは でしょう。
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